
交付決定日：平成３０年４月３日

事業の概要 活動内容 成果目標 総事業費
補助対象
経　　　費

交付申請額 交付決定額

　広報誌「なんじゃもんじゃ」の発行により、明るい社会づ
くりのための啓発を行う。
　広報内容は、体験談、環境問題、出会いづくりなど種々
のテーマを掲載する。

・広報誌（なんじゃもんじゃ）発行
・広報誌の全戸配布（年１回）
・明るい社会づくりの啓発 199,000 199,000 99,500 73,536

　小里川ダム湖周ウォーキングを開催し、参加者が楽し
く、また、交流を深めながら、森、川の機能やダムの役割
を学び、関心を持ってもらう。
　ウォーキングに対し、参加者の安全確保及び快適な場
の提供のため、コースの草刈り等の環境整備を行う。

・ウォーキングコースの整備
　（草刈り、枯損木の処理　など）
・ポスター、チラシの作成
・小里川ダム湖周ウォーキング

・参加者２００名（事前受付）
・森やダムの役割を知ってもらう 575,516 575,516 200,241 147,989

がん患者・家族（遺族）、市民が集い、がんに立ち向かう
勇気と希望を見つけ出すことを目的とする。

・サロンの開設
・メディカルカフェ
・講演会の開催

・サロン（週１回、参加者延べ２０
　０人）
・メディカルカフェ（月１回、参加
　者延べ２００人）
・講演会（１回、参加者８０人）

380,000 242,400 120,000 88,686

　経済的な事情により、家庭で十分な食事がとれなくなっ
た子どもに、安価な食事や居場所を提供する。
　食事を提供するだけでなく、宿題をみたり、参加者同士
の交流も目的とする。

・こども食堂の運営
・毎月１回程度の実施予定
・１回につき５０人程度の参加者
　を募る

527,480 527,480 247,480 182,901

　2020年度から必修化される小学校でのプログラミング教
育について、子どもたちが楽しみながら学ぶことができると
ともに、地域で広めていくことができるよう、大人たちにも
理解してもらう。
　低～高学年までのスキルに合わせたプログラミングを、
大人（親子）とペアを組み、協力しながら学習していく。

・子どもプログラミング教室
　（低～高学年ごとにクラス分け）

・１０組（２０名）×３クラス×２
　クール　延べ１２０名の参加
・子どもの①論理的思考力、②
　問題解決能力、③自由な発想
　力を養う。

1,252,240 1,024,400 500,000 369,527

健常者、障がい者分け隔てなくスポーツ吹矢の活動を通
じて、市民の交流及び福祉健康増進を図る。同時に、ス
ポーツ吹矢の魅力を伝え、普及を図る。
　市民誰もが参加できるよう、ポスター掲示など、広く活動
のＰＲをし、多くの参加者を募る。
　参加者による公共施設の整理清掃も行う。

・スポーツ吹矢活動
　（体験会、交流会　等）
・奉仕活動

・スポーツ吹矢の普及と拡大
・参加者の交流と健康増進 540,270 371,720 185,860 137,361

3,474,506 2,940,516 1,353,081 1,000,000

平成３０年度　　夢づくり市民活動補助金事業の概要 　（ 団体別 ）

がんサポート東美濃
≪がん体験者による相談活動等≫

みずなみ　こども食堂
≪みずなみこども食堂≫

瑞浪吹矢同好会

≪スポーツ吹矢拡大事業≫

計

団体名及び事業名

瑞浪市明るい
社会づくり推進会

≪広報誌（なんじゃもんじゃ）
発行≫

小里川ダム里山教室

≪２０１８秋の小里川ダム湖周ウォーキ
ング≫

みずなみらい塾
≪大人と一緒に学ぶ「子どもプログラミ

ング教室」≫


